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多様化する顧客ニーズに応えるべく、設備の活用がビジネス遂行上必要不可欠となる産業では、設備の増加・多様化・
アップデートが続いています。一方、労働力人口が減少する中、設備に関わる業務への対応が大きな課題として顕在化
しています。
アビームコンサルティングは、設備計画から調達、設置、運用を経て廃棄に至る設備ライフサイクルを構成する複数の企業
のプロセスとデータをエンドツーエンドでつなぐことで、新たな価値を社会に提供致します。
ファーストステップとして当DPIアセスメントサービスを通じて、課題の整理と対策案の検討、効果試算シミュレーションを
実施し、改革実行のロードマップを策定致します。

Digital Process Innovation（DPI）
～設備業務をデジタルで改革し、サーキュラーエコノミーを推進～

設備関連業務アセスメントサービス

全国各地に多数の設備を保有する産業は、ユーザー企業、メーカー、施工業者、物流業者等の関連企業と複雑なバリューチェーンを構築しています。近年、
技術革新が進み顧客サービスが多様化・高度化する中で、多種多様な設備の管理が必要となる一方で、労働力人口は減少をしており、従来型のアナログ
な管理手法が限界を迎えています。

設備関連業務の現状と社会課題

DXによる設備関連業務の改革に向けたアセスメント 

Digital Process Innovation : DPI Assessment Service

DPIのサービスのコンセプトと実現価値
DPI(Digital Process Innovation)では、上記のような課題を解決するためには、設備ユーザー企業だけではなく設備メーカーや施工業者等
の設備関連企業も含め、デジタル技術を用いて設備ライフサイクル上のプロセスを繋ぎ、設備関連データを共有・活用することがポイントとなり
ます。そのために、当DPIアセスメントサービスを、本格導入の前に実施することをご推奨します。
アビームコンサルティングは、総合コンサルティングファームとして、産業ごとの業務に精通したコンサルタントの専門性を融合し、以下のような
価値を実現します。

*¹：環境（Environment）、社会（Social）、ガバナンス（Governance）の頭文字

設備関連業務の現状 社会課題

労働力人口の減少
熟練工の減少

複数の会社に跨る複雑なバリューチェーンにおける、紙、メール、
電話等による旧来型のアナログな業務スタイルの踏襲

設備の数と種類の増大による設備管理業務の複雑化

技術の急速な進展に伴う、設備ライフサイクルの短縮化と
新旧設備の混在化
3G、4G、5G基地局の混在など例

IoT機器の増加、情報端末の増加など例

数年後には設備工事・保守・運用業務の遂行に深刻な影響が・・・

DPIのコンセプト

①バリューチェーン全体での
コスト削減・効率化

②設備業務の改革による
ESG*¹への貢献

③設備を起点とした
新たな価値の創出

バリューチェーン上のプロセスと情報のデジタル化

バリューチェーンを構成する企業や組織間での情報の共有

DPIにより実現する価値DPIにより実現する価値

データドリブン型の継続的な価値創出
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設備の複雑さと拠点数の多寡により、設備の稼働環境や設備に求められるパフォーマンス要件は大きく異なります。 
各社が保有する設備や業務の特性に応じて、担当コンサルタントがDPIアセスメントサービスを実施します。

対象業界

DPIアセスメントサービスのアプローチ
DPIアセスメントサービスでは、お客様の現状業務や課題の整理、改革実行後の効果試算などを約2か月間で実施します。
このアセスメント結果を基に、導入フェーズでは改革ロードマップの具体化、KPI・KGIの整理を実施し、改革施策の導入・実行を支援します。

アプローチ内容 アウトプット

• ヒアリング結果シート

• 現場調査結果報告
• 想定課題一覧
• 対策ソリューション案策定

• 課題と解決案一覧
• 効果算定結果
• 改革ロードマップ

• 実機検証結果
• 改革実行課題と対策案

事前準備
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詳細
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Site:拠点

稼働環境

求められるパフォーマンス
• 多拠点への一斉展開・交換能力
• 位置・状態把握の容易性
• 調達や資産管理の容易性

• 一設備単位で稼働状況を管理
• 全国複数拠点への大量配置
• 比較的短い周期でリプレース
• 稼働拠点にあわせて設備が移動

稼働環境

求められるパフォーマンス
• 安全性・安定性
• 更なる経済性
• 事業計画との連携
• 運転・メンテナンス間のバランス

• 多数の装置・部品群で構成され
   パフォーマンスを発揮
• 設備系統毎に専門部門・パートナーあり
• 長期にわたるライフサイクル 石油・電力・化学 

付帯設備　送電・変電　プラント

運輸
付帯設備　地上設備・車上設備、機体　レール・電線等

放送
放映機材　中継設備

製造
自社商品　生産設備

小売
店舗設備　建屋 通信

無線基地局　中継設備

外食・中食
店舗設備　建屋

消費財
店舗設備　建屋

不動産
付帯設備　建築躯体

ホテル
客室設備　施設設備

Complexity:設備の複雑さ

• 対象設備決定
• 課題感の事前ヒアリング

現状の課題を事前にヒアリングを実施し、アセスメントの
対象設備範囲の特定と現場担当者様へ
確認するべき事項をヒアリングシートとして作成致します。

• 現場調査の実施
• 課題内容整理

実際の設備が稼働している現場を訪問し、
レイアウトや現物の確認、現場目線での設備・
オペレーションの課題について調査をさせて頂きます。

• 課題テーマ策定
• 課題解決案策定
• 効果シミュレーション

現場調査にて得られた知見を基に、
お客様の設備に関する課題とTo-Be像とのGapを分析し、
各課題に対する適切なソリューションを選定致します。
また、改革による効果試算を実施致します。

• 実機対象設定と準備
• 実機検証実行

実際の現場で、導入予定の機器・システムを使用して、
業務の改善効果を体験して頂きます。
ここで得られた結果を効果の試算結果に反映します。


